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日本ＮＧＯ連携無償資金協力 完了報告書 

 

 

１． 基本情報  

 

（１）案件名 若者グループに対する持続的な雇用創出と自立支援に向けた「土のう」に

よる道路補修事業（第 2 フェーズ） 

Create Youth Employment through Road Maintenance using Do-nou 

Technology 

（２）贈与契約締結日 

及び事業期間 

・贈与契約締結日：2015 年 11 月 5 日 

・事業期間：2015 年 11 月 12 日～2016 年 11 月 11 日 

・延長事業期間：無 

（３）供与限度額 

   及び実績（返還額） 

・供与限度額：USD 295,251 

・総支出: USD 295,521 

（返還額：USD 0、利息 USD 270 含む。） 

（４）団体名・連絡先、事業

担当者名 

（ア）団 体 名：NPO 法人 道普請人 

（イ）電 話：+254-734-755-812 

          075-343-7244（本部・京都事務所） 

（ウ）F A X：075-343-7244（本部・京都事務所） 

（エ）E - m a i l：afrkita@yahoo.co.jp 

（オ）事業担当者名：喜田 清（ケニア事務所所長／駐在） 

（５）事業変更の有無 事業変更承認の有無：有 

（ア） 申請日：2016 年 5 月 21 日 

承認日：2016 年 5 月 27 日 

内容：ナイロビ日本人学校前道路補修事業の実施 

（イ） 申請日：2016 年 8 月 10 日 

承認日：2016 年 9 月 30 日 

内容：土のう工法仕様標準化ステークホルダーワークショップの実

施 
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２．事業の概要と成果 

（１） 

上位目標の達成

度 

【達成度】達成した。土のう技術を身につけた若者によるグループの形成と起業化

の動きが促進された。若者の労働市場参入に向けた成長を後押しした。本事業を通

して 450 人の若者の雇用が創出された。 

（２） 

事業内容 

 

活動１ 郡政府と協働で行う若者グループに対する道直し訓練の実施 

    若者グループに対し、土のう工法を用いた実地訓練（4郡、16 グループ、

訓練期間：8日間）を行う。変更申請、承認を経て、ナイロビ日本人学校

前道路の道直し訓練（1グループ）も実施した。 

活動２ 若者グループネットワーク化ワークショップの実施 

    変更申請、承認を経て、土のう工法の仕様標準化にかかるステークホルダ

    ーワークショップを 8 月にナイロビで開催した。 

活動３ 郡政府と行う土のう技術訓練終了式の開催 

    事業実施対象郡において、土のう技術訓練の終了式（又は開始式）を行う。

    道路行政担当職員等を招き、今後の郡政府が発注する簡易な道路整備事業

    等に、土のう技術を習得した若者グループの活用を促進する。 

活動４ 道路施工業者資格取得に向けた道路維持管理者養成コース準備 

    2015 年、ケニア政府より 120 人の若者のコース受講費用が拠出されたこと

    を受け、2 年目の拠出がなされるようフォローアップを行う。 

（３） 

達成された成果 

   

 

活動１ 郡政府と協働で行う若者グループに対する道直し訓練の実施 

【期待される成果】（事業目標）若者グループに対して土のう工法を使った道路補修

の技術移転が行われ、道路補修がなされる。 

【目標に対する成果】 

達成（達成度 104%）4 郡及びナイロビにおいて、合計 17 グループ（450 名）の若者

に対して、1,325.5m の道直し訓練を実施した（詳細は報告書別紙表 1 を参照）。 

【指標 a】道路補修距離が 1.28km（80m×16 グループ）に達する 

【指標に対する成果】104%：道路補修距離‐1,325.5m 

【課題】補修道路および若者グループの選定は郡政府のオーナーシップのもと行わ

れたが、両者についての課題をそれぞれ下記に示す。 

１）補修道路の選定について、昨年度は人や車両の往来が見込めない道路や、

幹線道路からあまりにも離れた未舗装道路等が選定された。この教訓を踏

まえて、本年度事業では、幹線道路または村の中心に近い未舗装道路の選

定を郡政府に申し入れた。しかしながら、郡政府の政治的な理由などから、

一部は幹線道路から離れた道路や道路補修訓練に適さない場所（ダンプサ

イト内道路）が選定された。次年度も引き続き道路選定に関して適地の選

定を申し入れ、慎重に確認を行いたい。限られた事業地で最大限の広報効

果をねらいたい。 

２）若者グループの選定について、選定は郡政府の道路部局または郡議員が行

う。政治的理由から事業地の若者グループではなく、近隣の若者グループ

が選定された場所があり、研修実施前に地元の若者グループともめる事態

となり、事業の実施が遅れることとなった。次年度の事業では、事業地の

若者グループを選定することを事業実施の条件として郡政府に申し入れ

る。 

 

活動２ 若者グループネットワーク化ワークショップの実施 

【期待される成果】（事業目標）土のう工法を習得した若者がネットワーク化される。

起業に必要または参考となる情報が取得できる。 
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【目標に対する成果】ワークショップ自体については、変更申請、承認を経て、土

のう工法の仕様標準にかかるステークホルダーワークショップを開催した。しかし

ながら、土のう工法を習得した若者はまずは地元でのネットワークが重要であり、

その点では活動３の郡政府と行うワークショップである程度は達成されたと考えら

れる。 

 土のう工法の仕様標準化について、在ケニア日本大使館からケニア政府／運輸・

インフラ省へ働きかけていただき打合せ機会を得、担当部局の資材部局と共に作業

を進めた。10 回以上の会議を重ね、8月に最終ドラフトを完成させるに至った。8

月 17 日、18 日にナイロビにてステークホルダーミーティングを開催し、ドラフト

の最終チェックを行った。内容はおおむね承認され、現在最終の訂正をしたうえで

完成版を作成する段階にきている。ただ、この段階にきて政府側の作業が滞ってお

り、引き続き良好な関係を保ちながらフォローアップをすすめていきたい。 

【指標 b】グループ登録数：16 グループの 80%：12 グループが若者グループとして

登録される。 

【指標 bに対する成果】 

達成(達成度 125%)：17 グループのうち、全てのグループが若者グループとして登録

された。 

【指標 c】会社登録数：16 グループの 70%：11 グループが会社組織として登録され

る。 

【指標 cに対する成果】 

達成度 75%: 17 グループのうち、9グループが会社組織として登記された。（詳細に

ついては報告書別紙表 2 を参照。）会社登録には、登録費用の支払い、ネームリサー

チ、登録手続き、というプロセスを経る。若者グループが自助努力で登録費用を調

達することが最大の関門である。その後は書類手続きを進めるのみである。そこで

すでに登録費用調達しかつ手続きを進めているネームリサーチ中、登録手続き中の

グループを含めると 16 グループになり、達成度 94%になる。 

     

活動３ 郡政府と行う土のう技術訓練終了式の開催 

【期待される成果】（事業目標）郡政府と若者グループの橋渡しがなされる。郡政府

事業の若者活用がなされる。 

【目標に対する成果】エンブ郡では土のう技術訓練後、引続き郡政府が若者を雇 

用し道路整備を進め、郡政府が事業で若者を活用し、若者グループが郡政府との関

係を構築できた。 

【指標 d】3郡以上で、郡政府が若者グループに簡易な事業を与えることが約束され

る。 

【指標ｄに対する成果】達成度 33%。3 つの郡のうち、1 つの郡（エンブ郡）では達

成できた。その他の郡では活用の例がなかったが、土のう技術訓練終了式または開

始式の場において、郡政府と若者が共に出席し、顔合わせの機会となった。 

【課題】各郡で訓練後の若者グループに対する簡易な事業発注に至らなかった理由

の一つに、これまでの研修成果をよりアピールするなど、郡政府の関心を更に高め

る工夫が必要であることがあげられる。また、AGPO 政策に対する郡政府行政官らの

理解度が低い、理解されていても具体的な若者雇用の施策がない可能性もある。一

方、若者グループ自体の活動の活発性にも左右されることから、郡と若者グループ

双方に対する働きかけが肝要となる。 

 

活動４ 道路施工業者資格取得に向けた道路維持管理者養成コース準備 

【期待される成果】（事業目標）政府から予算が拠出される。コース受講した若者グ
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完了報告書記載日：2017 年 1 月 26 日 

      団体代表者名： 理事長 木村 亮  

ループが施工業者として登録される。 

【目標に対する成果】ケニア政府道路行政は、2014 年 3 月 17 日のワークショップに

て2015年から向こう3年間若者への道路維持管理手法の研修費用を調達すると表明

した。この政府方針が実行されることが前提で、活動 4 とその成果を設定した。2015

年には研修費用が拠出されたものの、2016 年には実現していない。そのため若者向

けへの道路維持管理者養成コースが実施されていない。 

【指標 e】土のう技術の実施訓練を受けた若者グループの代表者 1名（計１６名）が

コースを受講する。 

【活動 eに対する成果】政府から予算が拠出されていないため、コースが開講され

ていない。 

【課題】道路請負業者養成コースについては、当初ケニア政府から 3 年間にわたっ

て予算拠出がなされることが約束されていた。しかしながら、政府の担当者が交代

するなどの政治的な理由、プロセスに時間がかかるなど、諸々の事情から、現在予

算が拠出されていない。在ケニア日本大使館にも支援して頂きながらケニア政府へ

の働きかけを続けてきた。2015 年に実施した研修受講者 122 名のうちで、6社が道

路施工業者として登録済みで、ビジネス活動を活発化させている。今後も粘り強く

協議を続けていく。 

（４） 

持続発展性 

本事業では、若者層（ボトムアップ）とケニア政府（トップダウン）双方に働きか

け事業終了後の持続性を確保する。 

ボトムアップの取組：事業受注を目指した若者層に対する技術移転と会社組織の形

成：ケニアの若者層の失業率の高さの一つの理由として、市場が求める技術と若者

層がそなえる技術のミスマッチがあげられる。大多数の若者は特定の技術を習得す

る場が与えられず、市場に参入する機会が失われている。本事業では、労働市場の

ミスマッチの溝を埋めるため、若者層に対する未舗装道路補修技術の訓練を実施し、

会社設立までの過程を支援することで、道路補修分野の労働市場への参入を促進し、

若者層の雇用創出に貢献する。今回研修した 4 郡＋ナイロビの若者グループのほぼ

全てが会社登録に向けて動いており、今後の活動に期待できる。 

トップダウンの取組：政府が掲げる社会的弱者救済政策 AGPO（Access to Government 

Procurement Opportunity-政府の公共事業へのアクセス政策）は、政府事業の 30%

を若者・女性・障害者に割り当てる。本政策を活用し、未舗装道路維持管理技術を

身に着けた若者層の公共事業受注を促進する。また、ケニア中央道路行政レベルで

土のう工法の仕様標準化を目指した協議を継続し、行政による土のう工法を利用し

た未舗装道路整備事業の発注につなげる。このことにより、土のう工法を習得した

若者グループの雇用機会が持続的に確保される。 

３．事業管理体制、その他 

 

（１）特記事項 特になし。 
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報告書別紙 

表 1 土のう工法訓練実績 

グル

ープ

数 

郡 

各郡

訓練

数 

サブ郡 グループ名 訓練人数 補修距離 （ｍ）

1 

Bungoma 

1 Mt.Elgon Copsiro youth group 25 88.0

2 2 Tongaren Young vision tongaren youth group 25 85.0

3 3 Bumula Bucoyo youth group 25 74.0

4 4 Mt.Elgon Kapsokwony youth group 25 90.0

5 

Kajiado 

1 Kajiado north  Kitengela obomo youth group 25 42.0

6 2 Kajiado north Nkaimuranya self help group 25 80.0

7 3 Ngong Nyakigungo youth group 25 80.0

8 4 Kajiado north Rongai all stars youth group 25 85.0

9 

Embu 

1 Mbeere south Karaba youth group 25 80.0

10 2 Embu north Sons & daughters youth group 25 75.0

11 3 Mbeere south Mutito youth group 25 78.0

12 4 Runyenjes Ekaminugu kawanjara youth group 50 94.0

13 

Taita 

taveta 

1  Wundanyi Tayfcad youth group 25 96.0

14 2 Mwatate Kishau kiweto youth group 25 39.5

15 3 Taveta Taveta township youth bunge 25 95.0

16 4 Voi Ladies of vision youth group 25 80.0

17 
  

Nairobi 
1 Karen ward Kuwinda youth group 25 64.0

 合計 450 1,325.5 
   

 

表 2：訓練実施グループの会社設立状況 

  
郡 番号 サブ郡 グループ名 登録会社名 

1 

Bungoma 

1 Mt.Elgon Copsiro youth group Creda company ltd. 

2 2 Tongaren Young vision tongaren youth group Grovin company ltd. 

3 3 Bumula Bucoyo youth group Coyoland enterprise ltd. 

4  Mt.Elgon Kapsokwony youth group 登録手続中 

5 

Kajiado 

4 Kajiado north 
Kitengela obomo youth group 

First moving contractors 

ltd. 

6  Kajiado north Nkaimuranya self help group※ ネームリサーチ中 

7 5 Ngong Nyakigungo youth group Kingo Engineering ltd. 

8  Kajiado north Rongai all stars youth group 登録手続中 

9 

Embu 

6 Mbeere south Karaba youth group Rika contractors ltd. 

10   Embu north Sons & daughters youth group 8000ksh 積立済 

11   Mbeere south Mutito youth group 登録手続中 

12   Runyenjes Ekaminugu kawanjara youth group 登録手続中 

13 

Taita 

taveta 

7 Wundanyi Tayfcad youth group Sawazisha company ltd. 

14 8 Mwatate Kishau kiweto youth group K2 company ltd. 

15 9 Taveta Taveta township youth bunge Tat digital company ltd. 

16  Voi Ladies of vision youth group※ ネームリサーチ中 

17 Nairobi  Karen ward Kuwinda youth group 登録手続中 

 17 グループ中 9 グループ（53%）において会社登録がなされた。 

※ネームリサーチを経て、登録手続きに入る。両者とも、登録見込みである。 
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【添付書類】 

① 事業内容、事業の成果に関する写真 

② 日本ＮＧＯ連携無償資金収支表（様式 4-a） 

③ 日本ＮＧＯ連携無償資金使用明細書（様式 4-b） 

④ 外部監査報告書 

 

 



添付資料：事業の内容および成果に関する写真 
 

 

    

 

     

 

 

 

 

 

 

 

施工前  施工後

施工前  施工後 

郡 ブンゴマ 

グループ名 コプシロ YG 

訓練参加者数 25 名 

訓練実施日 2016 年 4 月 19 日から 4 月 28 日 

補修距離 88 m
側溝を掘り、土のうを使い路面をかさ上げし、水

の停滞及び滑りやすさを防いだ。 

 

活動１．郡政府と協働で行う若者グループに対する道直し訓練の実施 

郡 ブンゴマ 

グループ名 ボコヨ YG 

訓練参加者数 25 名 

訓練実施日 
2016 年 4 月 19 日から 
4 月 28 日 

補修距離 74 m
土のう技術訓練後、年間通行性を確保するこ

とができた。 



添付資料：事業の内容および成果に関する写真 
 

     

       

 

 

  

 

施工前  施工後

郡 カジアド 

グループ名 キテンゲラ オボモ YG 

訓練参加者数 25 名 

訓練実施日 
2016 年 2 月 24 日から 
3 月 4 日 

補修距離 42m
路面をかさ上げし、側溝を整備すること

で、排水を確保した。雨季に通行不可能な

道路が改善された。 

施工前  施工後

郡 カジアド 

グループ名 
カムルニャ セルフヘル

プ G 

訓練参加者数 25 名 

訓練実施日 
2016 年 3 月 15 日 
から 24 日 

補修距離 80 m
路面をかさ上げすると共に側溝も整備し、

水はけ問題を改善した。 



添付資料：事業の内容および成果に関する写真 
 

 

  

 

 

  

施工前  施工後 

施工前  施工後 

郡 エンブ 

グループ名 サンズ＆ドーターズ YG 

訓練参加者数 25 名 

訓練実施日 
2016 年 2 月 9 日から 
18 日 

補修距離 75 m
道路が傾斜しているため、上部から流れて

くる降雨による溝が発生していた。路面を

かさ上げし、水流を防いだ。 

郡 エンブ 

グループ名 
エカミヌグ カワンジャラ
YG

訓練参加者数 50 名 

訓練実施日 
2016 年 6 月 22 日から 
7 月 1 日 

補修距離 94 m
池の横を通るドロドロの道であったが、道路

をかさ上げし、整備を行った。郡政府も資材

や人役への資金を拠出し、通常の倍の人数で

大規模な整備を実施した。 



添付資料：事業の内容および成果に関する写真 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工後 施工前 

郡 タイタ タベタ 

グループ名 タイフカッド YG 

訓練参加者数 25 名 

訓練実施日 2015 年 6 月 7 日から 16 日 

補修距離 96 m
わだちがひどい道路に土のうを敷設し、かさ上

げを行った。側溝も整備し、道路状況は格段に

改善された。 

 

郡 タイタタベタ 

グループ名 キシャウキウェト YG 

訓練参加者数 25 名 

訓練実施日 2016 年 6 月 6 日から 15 日 

補修距離 39.5 m
わだちがひどく、通行困難な道路だったが、

側溝を整備し、土のうを使って路面を平坦に

した。かさ上げすることで雨季にも対応でき

る道路となった。 

 

施工後施工前 



添付資料：事業の内容および成果に関する写真 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

2016 年 8 月 17 日、18 日にナイロビ市内ホテルに於いて、土のう工法仕様標準化にかかる、ステーク

ホルダーワークショップを開催した。土のう技術がケニア政府の仕様標準となる見込みである。 

 

郡 ナイロビ 

グループ名 クウィンダ YG 

訓練参加者数 25 名 

訓練実施日 
2016 年 7 月 5 日から 8 月

19 日 

補修距離 64 m 
路面が悪く、雨季には雨水が停滞し、通行

困難な状況であった。側溝の整備と配管整

備、道路のかさ上げにより、雨季にも対応

できる道路となった。 

 

施工前  施工後

活動２．若者グループネットワーク化ワークショップの実施→土のう工法仕様標準化にかか

るステークホルダーワークショップの実施 



添付資料：事業の内容および成果に関する写真 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

      タイタタベタ郡での様子                            エンブ郡での様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動３．郡政府と行う土のう技術訓練終了式の開催
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